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主な内容主な内容

● 新体制でスタート！
● 令和５年度予算をチェック！
● ズバリ町政を問う！

● 新体制でスタート！
● 令和５年度予算をチェック！
● ズバリ町政を問う！

令和５年

３月定例会
筆の都くまの

熊野町観光大使　ふでりん



文教福祉
委員会
社会福祉部、教育委員
会など「民生・教育部門」
に関する調査
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くまの議会だより　第126号 ②③ くまの議会だより　第126号

議会新体制 14人でスタート議会新体制 14人でスタート
議長に時光議員、副議長に尺田議員

～「熊野町に住んで良かった」と思える“まちづくり”のために～
　令和５年５月１０日に、改選後初となる臨時会が招集され１４人の議員が出席しました。
　臨時会では、議長、副議長の選挙や、各常任委員会委員、議会運営委員、監査委員などの選任を行い、新
しい体制のもとでの４年間の議会活動がスタートしました。
　議長、副議長、監査委員、広島県後期高齢者医療広域連合議員、広島県水道広域連合企業団議会議員の任
期は４年、常任委員会、議会運営委員会、議会広報特別委員会の各委員の任期は２年です。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
一
言
議
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
当
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
わ
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
改
選
後
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
か
ら
ご
推
挙
を
賜
わ
り
熊
野
町
議

会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
選

ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握

し
、
町
執
行
部
と
も
連
携
し
て
参
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
会
話
と
議
論
を
重

ね
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
お
応
え
し
た
い
と
固

い
決
意
で
町
政
発
展
の
た
め
に
、
鋭
意
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
議
会
の
活
動
に
つ
き

ま
し
て
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
議
会
を
円
滑
に
、
効
率
的
に

運
営
す
る
た
め
に
、
常
任
委
員

会
と
は
別
に
設
置

　
委
員
長
　
片
川
　
　
学

　
副
委
員
長
　
光
本
　
一
也

　
委
　
　
員
　
民
法
　
正
則

　
　
　
　
　
　
沖
田 

ゆ
か
り 

　
　
　
　
　
　
竹
爪
　
憲
吾

　
　
　
　
　
　
中
島
　
数
宜

　「
く
ま
の
議
会
だ
よ
り
」
の
発

行
な
ど

　
　︵
P
16
に
関
連
記
事
︶

 

　
　
　
　
　
　
沖
田
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
大
瀬
戸
宏
樹

　
　   

　
　
　
　
　
　
時
光
　
良
造

※①地区、②当選回数

総務建設
委員会
総務部、住民生活部、建
設農林部、会計課、農業
委員会など「総務・建設
部門」に関する調査

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

監 

査 

委 

員

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

広
島
県
水
道
広
域
連
合

企
業
団
議
会
議
員

議　長 時光 良造副議長 尺田 耕平

光本 一也
① 城之堀　② 2回

委員長 水原 耕一
① 呉地　② 2回

副委員長 荒瀧 穂積
① 呉地　② 5回

世良 将生
① 貴船　② 1回

福垣内 邦治
① 萩原　② 2回

尺田 耕平
① 萩原　② 3回

竹爪 憲吾
① 中溝　② 3回

中島 数宜
① 平谷　② 2回

委員長 民法 正則
① 中溝　② 4回

副委員長 時光 良造
① 新宮　② 4回

藤本 健太
① 柿迫　② 1回

沖田 ゆかり
① 萩原　② 4回

片川 　学
① 川角　② 4回

大瀬戸 宏樹
① 出来庭　② 6回



主な事業をピックアップ！主な事業をピックアップ！主な事業をピックアップ！令和５年度予算を可決！令和５年度予算を可決！令和５年度予算を可決！
一般会計９５億５,６４３万円一般会計９５億５,６４３万円
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筆の里工房周辺整備 ふるさと納税

くまの議会だより　第126号 ④⑤ くまの議会だより　第126号

公園の実施設計や上下水道設備工事
7,900万円

バス路線の活性化

地域公共交通計画の策定、おでかけ号の運行等
5,434万円

立地適正化計画の策定

持続可能なまちづくりの推進
900万円

ふるさと納税のPR等
1億3,060万円

出産・子育て支援の充実 子ども医療費助成の拡充

出産子育て応援給付金の支給
1,332万円

通学路の安全確保

小中学校の狭い通学路を一部改良
4,000万円

格技場照明のＬＥＤ化

熊中・熊野東中の格技場照明を改修
900万円

通院助成対象年齢を中学３年生まで拡大
6,463万円

（数値については表記単位未満を四捨五入しています）
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くまの議会だより　第126号 ⑥⑦ くまの議会だより　第126号

令和５年度 予算審議令和５年度 予算審議 審議は のべ250事業 約500分
　
個
人
町
民
税
の
額
が

前
年
度
比
プ
ラ
ス
２
・

８
％
だ
が
、
増
額
の
理

由
は
。

︻
住
民
生
活
部
次
長
︼

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
な

く
な
り
景
気
が
回
復
す

る
状
況
を
見
込
み
︑
所

得
が
上
が
る
こ
と
を
考

慮
し
て
算
出
し
た
︒

　
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
保
険
料
が
0.7
％
減
だ

が
高
齢
者
の
方
が
減
少

し
て
き
て
い
る
の
か
。

︻
高
齢
者
支
援
課
長
︼

　
後
期
高
齢
者
は
増
え

て
い
る
が
︑
令
和
元
年

度
か
ら
高
齢
者
総
数
は

減
少
し
て
き
て
い
る
︒

令
和
５
年
度
は
54
名
減

で
算
出
し
て
い
る
︒

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
３
台

設
置
す
る
よ
う
だ
が
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
。

︻
生
活
環
境
課
長
︼

　
平
谷
の
ウ
ォ
ン
ツ
辺

り
と
西
防
災
交
流
セ
ン

タ
ー
︑
阿
戸
別
れ
交
差

点
を
予
定
し
て
い
る
︒

　
令
和
５
年
度
の
防
犯

灯
設
置
予
算
の
積
算
内

訳
は
︒

︻
生
活
環
境
課
長
︼

　
設
置
等
は
40
灯
分
の

自
治
会
負
担
の
80
％
︑

電
気
料
は
︑２
︐１
０
１

灯
の
12
か
月
分
の
自
治

会
費
負
担
の
60
％
を
計

上
し
て
い
る
︒

　
事
業
者
の
委
託
料
増

だ
が
、
ご
み
の
量
が
増

え
た
の
か
。

︻
生
活
環
境
課
長
︼

　
ご
み
の
量
は
変
わ
ら

な
い
が
人
件
費
や
燃
料

費
等
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
あ
る
︒

　
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

︻
生
活
環
境
課
長
︼

　
特
殊
詐
欺
等
の
被
害

軽
減
の
た
め
︑
被
害
防

止
が
付
い
た
電
話
機
の

購
入
に
対
し
て
︑
65
歳

以
上
の
方
で
購
入
金
額

の
半
分
︑
上
限
１
万
円

を
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
︒

　
自
治
会
長
の
謝
金
が

一
律
ら
し
い
が
、
加
入

世
帯
の
数
で
変
え
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

︻
住
民
生
活
部
長
︼

　
今
は
謝
金
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
が
︑
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て

い
く
︒

　
県
と
連
携
し
て
移
住

支
援
を
行
っ
て
い
く
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

︻
産
業
観
光
課
長
︼

　
子
育
て
世
代
の
移
住

を
目
的
に
︑
東
京
圏
か

ら
移
住
し
︑
県
が
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
て
い
る

企
業
に
就
職
さ
れ
た
方

に
対
し
て
補
助
金
を
支

給
す
る
︒
補
助
金
の
額

は
︑
一
人
世
帯
は
60
万

円
︑
二
人
以
上
の
世
帯

は
100
万
円
で
︑
18
歳
未

満
一
人
に
つ
き
100
万
円

を
加
算
す
る
︒

　
観
光
マ
ッ
プ
を
新
し

く
作
成
す
る
よ
う
だ
が

内
容
は
。

︻
産
業
観
光
課
長
︼

　
数
年
に
一
度
作
成
し

て
い
る
が
︑
こ
の
度
は

町
内
の
飲
食
店
も
掲
載

し
て
い
る
︒

　
令
和
５
年
度
の
長
寿

祝
金
を
贈
ら
れ
る
80

歳
︑
100
歳
は
何
名
に
な

る
か
︒

︻
高
齢
者
支
援
課
長
︼

　
100
歳
は
８
名
︑
80
歳

は
366
名
に
な
る
︒

　
ど
の
よ
う
な
人
が
利

用
さ
れ
て
い
る
か
。

︻
高
齢
者
支
援
課
長
︼

　
海
田
警
察
︑
安
芸
消

防
署
︑
自
治
会
の
３
団

体
︑
民
生
委
員
の
16
名

が
利
用
し
て
い
る
︒

　
令
和
４
年
度
の
40
歳

未
満
の
支
給
者
数
は
︒

︻
健
康
福
祉
部
次
長
︼

　
91
名
に
支
給
し
て
い

る
︒
そ
の
う
ち
︑
う
つ

病
等
の
診
断
を
受
け
て

い
る
方
が
３
割
と
増
え

て
き
て
い
る
︒

　
３
月
８
、
９
日
の
２
日
間
、
議
員
全
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

令
和
５
年
度
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

歳
　
入

歳
　
出

町
　
税

介
護
保
険
料

防
犯
対
策
事
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
事
業

定
住
交
流
促
進
事
業

災
害
時
要
支
援
者
名
簿

生
活
保
護
費
支
給
事
業

地
域
振
興
事
業

観
光
推
進
事
業

敬
老
事
業

迷
惑
電
話
対
策
補
助
金

防
災
対
策
事
業

▶
現
在
の
「
食
探
マ
ッ
プ
」、

　「
散
策
マ
ッ
プ
」

　
２
階
に
宿
泊
施
設
が

あ
る
が
、
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。
移
住
体
験
な

ど
で
使
え
な
い
か
。

︻
総
務
部
長
︼

　
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
の
か
を
も
う
少
し
検

討
し
た
い
︒

　
障
害
者
手
帳
を
便
利

な
カ
ー
ド
に
移
行
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

︻
健
康
福
祉
部
次
長
︼

　
問
い
合
せ
は
時
々
あ

る
が
今
の
と
こ
ろ
検
討

ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
︒

　
県
の
ネ
ウ
ボ
ラ
モ
デ

ル
事
業
補
助
金
を
活
用

し
て
行
う
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

︻
子
育
て
支
援
課
長
︼

　
町
内
の
事
業
所
と
協

定
を
結
び
︑
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

見
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い

く
事
業
で
あ
る
︒

　
昨
年
の
11
月
時
点
で

待
機
児
童
が
14
名
い
た

が
現
在
の
待
機
児
童
の

人
数
は
︒

︻
子
育
て
支
援
課
長
︼

　
３
月
現
在
20
名
が
待

機
し
て
い
る
が
︑
調
整

の
結
果
全
員
に
４
月
入

所
で
決
定
通
知
を
送
っ

た
︒

　
国
か
ら
園
に
、
保
護

者
に
対
し
て
園
児
の
お

む
つ
の
持
ち
帰
り
を
や

め
さ
せ
る
よ
う
通
達
さ

れ
て
い
る
が
守
ら
れ
て

い
る
か
。

︻
子
育
て
支
援
課
長
︼

　
町
内
の
園
で
は
全
て

守
ら
れ
て
い
る
︒

　
町
か
ら
の
調
査
表
な

ど
が
届
く
時
、
夫
婦
で

一
通
ず
つ
届
く
。
同
じ

住
所
な
の
で
ま
と
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

︻
総
務
部
次
長
︼

　
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
よ
う
努
力
す
る
︒

　
町
道
の
劣
化
が
見
ら

れ
る
箇
所
が
多
々
あ
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
対
応

の
仕
方
は
。

︻
建
設
農
林
部
次
長
︼

　
基
本
的
に
小
規
模
な

修
繕
に
対
し
て
は
早
め

に
対
処
し
て
い
く
︒

　
県
道
矢
野
安
浦
線
の

バ
イ
パ
ス
が
東
中
学
校

ま
で
決
ま
っ
て
い
る

が
︑
そ
こ
か
ら
阿
戸
別

れ
交
差
点
ま
で
は
町
道

で
新
設
す
る
の
か
︒
県

道
に
な
ら
な
い
か
︒

︻
建
設
農
林
部
次
長
︼

　
県
道
矢
野
安
浦
線
バ

イ
パ
ス
は
黒
瀬
ト
ン
ネ

ル
ま
で
延
伸
す
る
予
定

の
た
め
︑
東
中
か
ら
阿

戸
別
れ
交
差
点
ま
で
は

町
道
で
新
設
す
る
予
定

で
あ
る
︒

　
令
和
４
年
度
の
実
績

は
。

︻
都
市
整
備
課
長
︼

　
除
去
し
て
新
設
ま
で

が
１
件
︑
除
去
の
み
が

１
件
︑
計
２
件
申
請
が

あ
っ
た
︒

　
令
和
４
年
度
の
実
績

と
町
外
の
方
の
申
請
状

況
は
。

︻
都
市
整
備
課
長
︼

　
２
月
末
で
89
世
帯
の

申
請
が
あ
り
そ
の
う

ち
︑
町
外
の
方
は
51
世

帯
の
申
請
が
あ
っ
た
︒

　
教
育
費
に
土
地
借
り

上
げ
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
本
来
な
ら
ば
総

務
部
で
計
上
す
る
べ
き

予
算
で
は
な
い
か
。

︻
総
務
部
長
︼

　
事
業
ご
と
に
計
上
し

て
い
る
︒
今
後
検
討
し

て
い
く
︒

　
令
和
５
年
度
夏
ま
つ

り
を
実
施
す
る
よ
う
だ

が
、
詳
し
い
内
容
は

︻
町
公
民
館
長
︼

　
８
月
14
日
に
町
民
グ

ラ
ン
ド
で
夏
ま
つ
り
を

行
う
︒盆
踊
り
や
花
火
︑

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店

等
予
定
し
て
い
る
︒

く
ま
の・こ
ど
も
夢
プ
ラ
ザ

保
育
所
等
運
営
事
業

障
害
者
福
祉
一
般
事
業

次
世
代
育
成
支
援

対
策
事
業

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
除
去
補
助
金

子
育
て
世
代
『
住
む
な
ら

く
ま
の
』
応
援
助
成
金

熊
野
健
康
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
補
助
金

小
中
学
校
施
設

維
持
管
理
事
業

保
育
所
等
一
般
事
業

町
道
萩
原
線
新
設
事
業

道
路
維
持
管
理
事
業

通
信
運
搬
費

▶
熊
野
第
三
小
学
校
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会
新
体
制
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会
新
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制

予
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議

予
算
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議

当
初
予
算

当
初
予
算

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
新
体
制

議
会
新
体
制

予
算
審
議

予
算
審
議

当
初
予
算

当
初
予
算

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

くまの議会だより　第126号 ⑧⑨ くまの議会だより　第126号

3月定例会 こんなこと3月定例会 こんなこと が決まりました！が決まりました！
諮問３件・議案２４件、発議１件の中からをピックアップ

注目補正事業をピックアップ！注目補正事業をピックアップ！
感染症対策事業

７４０万円
中学校大規模改造事業

４,４４４万円

　ふるさと納税の寄付金や町有地売却など
の収入を活用して、財政運営の健全性を確
保する。

国民健康保険条例改正に伴い出産育児一時金の支給額を５０万円に引上げ
※国民健康保険に加入している方が出産されたときに支給される一時金

人権擁護委員の候補者を決定

　小・中学校において教材等の整備及び換
気対策を実施する。

　熊野中学校西校舎のトイレの洋式化、内装
改修、付随する機械・電気設備を改修する。

Ｑ．交通輸送対策事業が340万円弱増
えているが。

Ａ．令和4年9月分以降の広島電鉄㈱に
支払いするためである。

Ｑ．固定資産税が4,300万円増えている
内訳は。

Ａ．土地790万円増、家屋1, 570万円増、
償却資産1, 600万円増である。また徴
収率増も寄与している。

Ｑ．緊急支援給付金支援事業が1,900万
円あまり減額しているが、対象者には
全て給付できたのか。

Ａ．ほぼ対象者には受け取っていただく
ことができた。

令和４年度　一般会計補正予算（５号）を可決
１億２,４６０万円の減額　総額１０３億９,１７９万円に

基金事業
１億２８０万円

（各ページの数値については表記単位未満を四捨五入しています）

【現　行】

【改正案】

「犯罪被害者等支援条例」を可決
犯罪被害者が被害を受けたときから再び平穏な日常を営むよう必要な支援等を途切れること
なく講じる。

【条例の主な内容】
　１．総合的な相談窓口の設置
　２．犯罪被害者見舞金の支給

　３．経済的自立の支援（町営住宅等の提供）

【主な質疑】
　Ｑ．精神的苦痛、精神疾患に対しても傷害見舞金は支給されるか。
　Ａ．医師の診断があれば、支給対象となる。

種　類
傷害見舞金
遺族見舞金

金　額 対　象
１０万円
３０万円

全治１か月以上の加療を要する傷害を対象
犯罪行為被害者の遺族（配偶者・子・父母等）

▲加湿空気清浄機

▲売却可能な町有財産（川角一丁目６４１番１）

※写真は令和４年度に行った熊野東中学校の洋式化工
　事完了後のものです。

補正予算質疑をピックアップ

　６名の人権擁護委員のうち、３名の任期が
令和５年６月３０日で満了することに伴い、再
任及び新たな委員を適任であると判断した。

　〇梶山　孝之さん 　（再任・平谷）

　〇荒谷　直美さん 　（再任・川角）

　〇竹森　由美子さん（新任・出来庭）

※人権擁護委員とは…
　地域の皆さんから人権相談を受け問題
解決のお手伝いをしたり、法務局と協力
して人権侵害を受けている被害者を救済
したり、地域の皆さんに人権に関心を
持ってもらえるような活動を行う人。本
町には６人います。任期は３年間。

かじやま　　たかゆき

あらたに　　なお み

たけもり　　 ゆ　み　こ

支給総額４２万円 ＝ ＋支給額４０万８千円 掛金額１万２千円

支給総額５０万円 ＝ ＋支給額４８万８千円 掛金額１万２千円

８万円引上げ ８万円引上げ 現状維持



※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させて いただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての
　 内容を視聴することができます。

一般質問とは？一般質問とは？
　定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
　発言時間は１人答弁含め、６０分以内としています。

　定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
　発言時間は１人答弁含め、６０分以内としています。

ただただ

皆さんの「くらし」にかかわることを、議員が質問をしました。

ページ 質 問 者

12
１．安心・安全に向けた取り組みは

１．コロナ禍以前の 生活を取り戻す方策は
中 島 数 宜 議員

13
１．温かい給食の提供を

２．役場窓口での住民サービスの向上を
沖 田 ゆかり 議員

14
１．自主財源はいくらか

２．少子化対策はどうなっているか
荒 瀧 穂 積 議員

11
水 原 耕 一 議員

竹 爪 憲 吾 議員 １．ランドセルの無料配付を

１．町管理の法面や公園等の草刈りの対応は

質　問　事　項

くまの議会だより　第126号 ⑩⑪ くまの議会だより　第126号

議
会
新
体
制

議
会
新
体
制

予
算
審
議

予
算
審
議

当
初
予
算

当
初
予
算

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
新
体
制

議
会
新
体
制

予
算
審
議

予
算
審
議

当
初
予
算

当
初
予
算

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

町管理の法面や公園等の草刈りの対応はQ

周辺住民の安全性確保の観点から必要に応じた対応を
行う。

A 町　長

【
Ｑ
３
】

　
団
地
の
斜
面
等
の
草
は

枯
れ
葉
が
落
ち
る
秋
前
に

刈
り
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

し
か
し
、
年
度
末
の
３
月

に
刈
り
取
る
箇
所
が
あ
る
。

せ
め
て
、
年
末
の
12
月
に

は
刈
り
取
り
を
終
え
て
も

ら
い
、
綺
麗
な
環
境
で
新

年
を
迎
え
た
い
と
誰
で
も

思
う
。
３
月
に
刈
り
取
る

理
由
は
何
か
。

【
Ａ
３
】

　

夏
場
に
は
雑
草
や
雑
木

が
生
い
茂
る
山
で
も
、
秋

以
降
に
な
る
と
草
が
枯
れ

水
分
が
少
な
く
な
り
足
元

が
良
く
わ
か
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
作
業
し
や
す
い

11
月
か
ら
３
月
に
実
施
し

て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
町
が
樹
木
等
の
管
理
を

し
て
い
る
法
面
や
公
園
は

何
箇
所
あ
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

定
期
的
に
間
伐
等
を
実

施
し
て
い
る
広
い
面
積
を

有
す
る
団
地
は
、
熊
野
団

地
、
さ
く
ら
の
団
地
等
の

法
面
、
皇
帝
ハ
イ
ツ
の
３

箇
所
で
公
園
に
つ
い
て
は
、

56
箇
所
管
理
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
そ
れ
ら
の
箇
所
に
対
し

て
計
画
的
に
剪
定
を
行
っ

て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

３
箇
所
の
団
地
の
法
面

に
つ
い
て
は
、
草
木
の
繁

茂
状
況
を
確
認
し
１
年
毎

に
計
画
し
て
い
る
。
公
園

に
つ
い
て
は
状
況
に
も
よ

る
が
、
年
２
回
で
き
る
だ

け
夏
前
の
雑
草
が
繁
茂
す

る
時
期
と
、
秋
口
に
草
刈

り
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

ランドセルの無料配付を

他市町の先進的な事例を研究しながら検討していく。

Q

A 教育長

ル
は
大
体
４
〜
５
万
円
程

度
と
把
握
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　
人
口
減
少
が
全
国
的
に

深
刻
な
中
、
熊
野
町
で
は

世
帯
数
が
維
持
さ
れ
、
小

学
校
入
学
児
童
数
も
減
少

し
て
い
な
い
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
子
育

て
世
代
が
住
み
や
す
い
ま

ち
、
住
み
た
い
ま
ち
と
認

識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対

策
の
一
例
と
し
て
、
軽
く

て
丈
夫
な
ラ
ン
ド
セ
ル
の

無
料
配
付
を
し
て
は
ど
う

か
。

【
Ａ
４
】

　

現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
、
先
進
地

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
近
年
、
住
宅
開
発
が
盛

ん
だ
が
、
新
築
住
宅
等
世

帯
数
の
増
加
数
は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

今
年
度
は
２
月
末
で
143

件
と
な
り
、
昨
年
よ
り
30

件
程
度
増
加
し
、
１
万

６
０
０
世
帯
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
新
築
住
宅
を
購
入
し
、

住
む
家
庭
は
子
育
て
世
代

の
方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
小
学
校
入

学
児
童
の
人
数
の
推
移
と

今
後
の
予
想
は
。

【
Ａ
２
】

　

過
去
５
年
間
約
２
０
０

人
前
後
で
推
移
し
、
今
後

５
年
も
大
き
な
変
化
は
な

い
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
小
学
校
入
学
時
の
保
護

者
の
費
用
負
担
を
把
握
し

て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

基
準
服
・
体
操
服
は
、

約
２
万
円
弱
、
ラ
ン
ド
セ

竹爪 憲吾議員

水原 耕一 議員

のりめん

せ
ん
て
い

は
ん

も



早い時期に実施できるよう結論を出したい。

温かい給食の提供をQ

A 町　長
沖田 ゆかり議員

【
Ｑ
２
】

　
食
育
指
導
に
つ
い
て
、

文
科
省
よ
り
給
食
指
導
に

お
い
て
は
準
備
か
ら
片
付

け
ま
で
の
一
連
の
指
導
の

中
で
、
手
洗
い
、
配
膳
、

食
器
の
並
べ
方
、
食
事
マ

ナ
ー
な
ど
を
習
得
す
る
と

あ
る
が
、
熊
野
町
で
は
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
の
た
め
、

十
分
な
指
導
が
で
き
て
い

な
い
が
。

【
Ａ
２
】

　

食
育
指
導
に
つ
い
て
は

食
育
朝
会
や
給
食
だ
よ
り

等
で
補
完
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
食
育
指
導
が
十
分
に
で

き
る
、
食
缶
方
式
（
民
間

事
業
者
が
調
理
し
た
給
食

を
保
温
食
缶
な
ど
に
入
れ

各
校
に
配
送
す
る
方
式
）

に
よ
る
温
か
い
給
食
の
提

供
を
強
く
要
望
す
る
が
。

【
Ａ
３
】

　

食
育
の
充
実
に
向
け
て

食
缶
方
式
等
を
含
め
た
、

導
入
の
コ
ス
ト
な
ど
様
々

な
観
点
か
ら
研
究
を
進
め

て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
熊
野
町
で
は
、
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
デ
リ
バ

リ
ー
給
食
の
た
め
、
冷
た

い
お
か
ず
が
美
味
し
く
な

い
な
ど
の
多
く
の
声
が
子

ど
も
達
か
ら
上
が
っ
て
い

る
。
公
立
小
学
校
で
温
か

い
給
食
の
提
供
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
現
状
こ
そ
が
、

最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

【
Ａ
１
】

　

児
童
生
徒
、
保
護
者
か

ら
冷
た
い
と
い
う
不
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。今
後
、

温
か
い
給
食
の
研
究
を
重

ね
て
い
く
。

役場窓口での住民サービスの向上をQ

役場に行かなくてよい、書かなくてよいなどの取り組みを行っている。
A 総務部長

【
Ｑ
２
】

　
回
ら
な
い
窓
口
の
取
り

組
み
と
し
て
、
転
入
出
や

転
居
な
ど
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

【
Ａ
２
】

　

転
入
出
に
つ
い
て
は
現

段
階
で
は
、
ま
だ
回
っ
て

い
た
だ
く
の
が
現
状
で
あ

る
。

【
Ｑ
３
】

　
行
か
な
い
窓
口
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
。

【
Ａ
３
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
用
い
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
行
政
手
続
き
で
は
、

子
育
て
分
野
に
つ
い
て
は

既
に
開
始
を
し
て
お
り
、

４
月
か
ら
介
護
の
分
野
も

加
え
て
、
27
の
手
続
き
が

可
能
に
な
る
。

【
Ｑ
１
】

　
町
民
が
住
民
票
や
戸
籍

謄
本
な
ど
の
写
し
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、
申
請
書

を
手
書
き
で
記
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
１

度
に
複
数
の
申
請
を
行
う

方
は
、
同
じ
内
容
を
何
度

も
記
入
す
る
こ
と
が
、
負

担
に
な
っ
て
い
る
と
の
声

を
伺
っ
て
い
る
。

　
書
か
な
い
窓
口
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
１
】

　

税
務
住
民
課
の
窓
口
に

お
け
る
証
明
書
等
の
受
付

業
務
で
は
、
本
人
確
認
書

類
に
よ
る
本
人
確
認
後
、

職
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

な
が
ら
申
請
書
を
作
成
し

証
明
書
を
発
行
す
る
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
試
験
的

な
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

「安心・安全で快適に暮らせるまち」や「人と自然が
調和する美しいまち」を掲げ取り組んでいる。

安心・安全に向けた取り組みはQ

A 町　長
中島 数宜議員

【
Ａ
３
】

　

町
内
放
送
と
戸
別
受
信

機
な
ど
の
伝
達
方
法
の
他

に
、
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
登
録
す
る
と
、
町
内
放

送
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

外
出
先
で
も
情
報
が
確
認

で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

【
Ｑ
４
】

　
平
谷
交
差
点
を
通
過
す

る
交
通
量
も
安
定
し
て
い

る
。
横
断
歩
道
の
復
元
は

で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

東
広
島
バ
イ
パ
ス
の
供

用
等
、
交
差
点
を
取
り
巻

く
交
通
の
流
れ
の
変
化
も

見
込
ま
れ
、
交
通
状
況
と

と
も
に
安
全
性
・
利
便
性

な
ど
総
合
的
に
そ
の
状
況

を
確
認
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
安
心
・
安
全
に
関
す
る

基
本
施
策
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
１
】

　
「
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
」「
砂
防
・
治
山
・
治
水

の
推
進
」「
道
路
交
通
網

の
整
備
・
充
実
」「
農
地

の
維
持
」
等
で
、
現
状
の

課
題
を
整
理
し
、
鋭
意
進

め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
危
険
区
域
内
の
集
会
所

の
安
全
対
策
は
。

【
Ａ
２
】

　

日
常
的
に
人
が
居
住
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
原
則
ハ
ー
ド
的
な
防

災
対
策
を
す
る
の
で
は
な

く
、「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
の

時
点
で
施
設
の
利
用
中
止

と
、
安
全
な
地
域
へ
早
め

に
避
難
を
お
願
い
し
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　
防
災
行
政
無
線
の
新
た

な
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

コロナ禍以前の生活を取り戻す方策はQ

筆まつりや町民体育大会など、多くのイベントの開催により賑わいが
戻ることを期待する。

A 町　長

【
Ｑ
３
】

　
生
徒
た
ち
は
、
マ
ス
ク

を
外
す
喜
び
と
、
着
用
を

継
続
す
る
こ
と
の
戸
惑
い

が
交
叉
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
子
ど
も
達
へ
の

対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　

体
育
の
授
業
な
ど
で
は

十
分
な
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
マ
ス
ク
を
外

し
て
よ
い
と
指
導
し
て
い

る
が
、
マ
ス
ク
着
用
の
児

童
生
徒
が
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
４
月
以
降
は
マ

ス
ク
の
着
用
を
求
め
な
い

こ
と
を
基
本
と
し
、
マ
ス

ク
着
用
に
関
す
る
差
別
・

偏
見
等
が
な
い
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
と
、
今
後
の
課
題

は
。

【
Ａ
１
】

　

高
齢
者
の
接
種
率
は
高

い
状
況
だ
が
、
若
年
層
の

接
種
率
は
、
比
較
的
低
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
国
の
方
針
に
沿
っ
て

希
望
す
る
全
て
の
方
に
接

種
機
会
が
確
保
で
き
る
よ

う
集
団
接
種
等
の
実
施
体

制
を
整
え
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
は
、

町
民
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
停

止
を
含
め
５
年
も
中
止
と

な
っ
て
い
る
が
。

【
Ａ
２
】

　

今
年
は
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
る
「
町
民
体
育

大
会
」
な
ど
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
も
通
常
ど
お
り
開

催
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

適
切
な
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
な
が
ら
賑
わ
い
の
創

設
に
努
め
て
い
き
た
い
。

くまの議会だより　第126号 ⑫⑬ くまの議会だより　第126号
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▲高校生の書道パフォーマンス

▲広島熊野トンネル



一般会計予算額約95億6千万円のうち、約37億円である。

自主財源はいくらかQ

A 町　長
荒瀧 穂積 議員

と
な
っ
て
お
り
、
以
前
よ

り
増
加
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

要
因
は
、
税
制
改
正
等
に

よ
る
も
の
と
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
お
け
る
寄
附
金
等

に
よ
る
。

将
来
想
定
は
、
大
幅
な
人

口
増
が
見
込
め
ず
、
横
ば

い
若
し
く
は
若
干
の
減
少

傾
向
に
な
る
と
考
え
る
。

【
Ｑ
１
】

　
予
算
審
議
の
３
月
定
例

会
で
あ
る
。
執
行
力
の
伴

う
予
算
案
で
な
く
て
は
効

率
的
な
行
政
は
で
き
な
い
。

　
町
と
町
民
全
体
の
協
力

に
よ
る
自
主
財
源
は
い
く

ら
あ
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

一
般
会
計
歳
入
予
算
額

約
95
億
６
千
万
円
の
う
ち

自
主
財
源
は
37
億
円
程
度

少子化対策はどうなっているか

人口維持に計画的に取り組んでいく。

Q

A 町　長

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
。

　

若
い
世
代
の
出
産
、
子

育
て
の
希
望
を
実
現
す
る

た
め
居
住
、
雇
用
な
ど
の

生
活
環
境
や
教
育
な
ど
不

安
を
解
消
し
安
心
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

令
和
３
年
の
広
島
県
の

出
生
率
は
1.42
で
あ
る
。

　

熊
野
町
も
そ
の
程
度
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
Ｇ
７
が
開
か
れ
る
た
め

各
国
の
出
生
率
に
つ
い
て

調
べ
た
。

　
各
国
の
出
生
率
の
状
況

は
、
フ
ラ
ン
ス
1.8
、
イ
タ

リ
ア
1.2
、
日
本
1.3
、
韓
国

0.78
で
あ
る
。

　
熊
野
町
の
出
生
率
は
。

【
Ａ
１
】

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来

展
望
を
実
現
す
る
た
め
、

第
２
期
熊
野
町
ま
ち
・
ひ
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　議員在職27年以上として、山吹富邦議員、議員在職14年以上として、荒瀧穂積議員が
全国町村議会議長会からそれぞれ表彰を受けられました。

　第40回広島県町村議会広報コンクールにおいて、くまの議会だより第120号（令和３年11
月発刊）が写真部門で入選しました。
　今後もみなさまのお手に取っていただけるよう、見やすい・分かりやすい議会だよりを目指し、

広報委員一丸となって取り組んでまいります。

永年の功績により受賞！永年の功績により受賞！～自治功労者等表彰～～自治功労者等表彰～

広報コンクールにおいて写真部門で入選！広報コンクールにおいて写真部門で入選！

一般会計予算 歳入総額 ９５億５，６４３万円

▲荒瀧　穂積 議員

▲山吹　富邦 議員

▲くまの議会だより 第120号



くまの議会だより　第126号 ⑯
｢くまの議会だより｣は再生紙と、認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

小田原正龍さん

開会を予定しています

6月13日（火曜日）

　

衣
替
え
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

広
報
委
員
会
も
新
人
議
員

２
名
を
交
え
、
６
名
の
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
２
名
減
と
な
っ

た
議
会
で
す
が
、
以
前
に
も

増
し
て
活
発
に
議
論
を
重
ね

て
い
き
、
そ
の
様
子
を
よ
り

一
層
分
か
り
や
す
く
、「
議

会
だ
よ
り
」
で
伝
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　

議
会
と
町
民
の
皆
さ
ま
の

架
け
橋
と
し
て
、
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
紙
を
目
指
し

ま
す
。

竹
爪　

憲
吾　

広報委員の紹介

定数２人減の14人体制の議会となり、新人・再選議員により
広報編集へ臨みます。

広報委員を中心に、町民の皆さま、議会の活動をより分かりやすく
伝えられる広報紙の作成を目指します。

竹爪 委員長 福垣内 副委員長

藤本 委員世良 委員水原 委員光本 委員

ご意見どしどし
お聞かせください。

分かりやすい紙面を
目指します。

皆さんが読みやすい紙
面づくりを目指します。

皆さまに伝わる広報
紙を目指します !

読んでいただける広報紙を目指して！ 分かりやすく すっきりと。

広報委員の紹介


